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唐
津
コ
ス
メ
構
想
フ
ラ
ン
ス
と
の
連
携
生
か
す

　
佐
賀
県
北
西
部
の
唐
津
・
玄
海
地
区
を
中
心
に
進
む
「
唐
津
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
」

は
、
化
粧
品
関
連
産
業
の
集
積
を
目
指
す
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
振
興
策
。
大
き
な
特
徴
は
、

化
粧
品
の
本
場
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
集
積
地
「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
ー
」
と
の
連
携
に
あ

る
。
山
口
祥
義
佐
賀
県
知
事
は
同
構
想
に
つ
い
て
「
唐
津
と
コ
ス
メ
と
い
う
唐
突
感
が
面

白
い
」
と
評
価
し
て
お
り
「
ま
だ
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
組
織
が
思

い
切
り
前
に
走
り
、
何
か
を
つ
か
み
と
ろ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
姿
勢
が
良
い
」

と
推
進
の
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。

仏の展示会「コスミーティング」に出展

産
学
官
組
織
Ｊ
Ｃ
Ｃ
を
核
に

佐賀県特集

住・生活環境の魅力豊富な自然、観光、食の楽しみ

多
様
な
味
わ
い
の
日
本
酒

が
造
ら
れ
る
酒
ど
こ
ろ

　
佐
賀
県
は
九
州
の
北
西
部
に

位
置
し
、
東
は
福
岡
県
、
西
は

長
崎
県
に
接
し
て
い
る
。
佐
賀

市
か
ら
福
岡
市
ま
で
は
、
Ｊ
Ｒ

の
特
急
列
車
で
最
速

分

佐

賀
―
博
多
間

。
東
京
―
横
浜

間
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
の
時
間

圏
で
あ
り
な
が
ら
、
佐
賀
県
は

持
ち
家
比
率
は
九
州
ト
ッ
プ
、

延
長
保
育
実
施
率
は
全
国
２
位

な
ど
、
子
育
て
し
や
す
く
働
き

や
す
い
住
環
境
だ
。

　
休
日
や
オ
フ
タ
イ
ム
に
お
い

て
も
、
海
あ
り
山
あ
り
の
豊
富

な
自
然
の
ほ
か
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
。

年

に
創
業
４
０
０
年
を
迎
え

る
日
本
磁
器
誕
生
の
地

「
有
田
、佐
賀
の
秋
の
空

を
彩
る
「
佐
賀
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ル
ー
ン
フ

ェ
ス
タ
、日
本
三
大
美
肌

の
湯
嬉
野
温
泉
を
は
じ

め
と
す
る
温
泉
地
な
ど
、

見
て
感
じ
て
楽
し
め
る
。

　
ま
た
、
焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
九
州
に
あ
っ
て
、
佐
賀
は

有
名
な
日
本
酒
産
地
。
広
大
な

佐
賀
平
野
で
育
っ
た
米
を
原
料

に
古
く
か
ら
酒
造
り
が
行
わ

れ
、
明
治
期
に
は
約
７
０
０
の

酒
蔵
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
濃
醇
甘
口
」
が
佐
賀
の
酒
の

定
番
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
わ
い
や
香
り

高
い
酒
な
ど
、
蔵
の
個
性
を
打

ち
出
し
た
多
様
な
味
わ
い
の
酒

が
醸
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た

質
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的

で
、
県
で
は

年
に
「
佐
賀
県

原
産
地
呼
称
管
理
制
度
」
を
開

始
。
現
在
、
認
定
品
は

品
を

数
え
る
。
近
年
は
国
内
外
の
コ

ン
ペ
で
佐
賀
の
酒
が
受
賞
す
る

な
ど
、
注
目
度
も
上
昇
。
加
え

て

年
度
に
は
都
道
府
県
単
位

で
初
の
「
佐
賀
県
日
本
酒
で
乾

杯
を
推
進
す
る
条
例
」
を
県
議

会
で
制
定
す
る
な
ど
、
日
本
酒

文
化
が
身
近
な
土
地
だ
。

　
さ
ら
に
食
の
部
分
で
も
最
高

級
の
和
牛
「
佐
賀
牛
」
、
透
き

通
っ
た
「
イ
カ
の
活
き
造

り
」
、
日
本
一
の
「
有
明
海
の

海
苔
」
な
ど
楽
し
み
は
多
い
。

　
佐
賀
県
の
企
業
立
地
の
責
任

者
で
あ
る
坂
本
洋
介
企
業
立
地

統
括
監
は
、
佐
賀
の
強
み
に
つ

い
て
「
地
震
の
少
な
さ
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

人
づ
く

り

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
三
つ
」

と
説
明
す
る
。
加
え
て
、
佐
賀

の
生
活
環
境
は
「
そ
の
３
ポ
イ

ン
ト
に
対
す
る

プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ

の
魅
力
だ
」
と
胸
を
張

る
。
住
環
境
の
良
さ
は
社
員
や

そ
の
家
族
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

で
あ
り
、
オ
フ
ィ
ス
賃
料
や
人

件
費
の
低
さ
と
い
っ
た
経
営
面

へ
の
効
果
を
含
め
て
、
立
地
企

業
に
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
坂

本
統
括
監
は
「
こ
れ
ら
の
佐
賀

県
の
魅
力
が
、
進
出
い
た
だ
く

企
業
、
そ
し
て
企
業
を
支
え
る

社
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
」
と
強
調
す
る
。

イ
カ
の
活
き
造
り
な
ど
豊
富
な

食
資
源
も
楽
し
め
る

佐
賀
県
観
光
連
盟
提
供

ジャパン・コスメティックセンター（ＪＣＣ）泉哲哉氏プロジェクトマネージャーに聞く

唐津の地域資源を付加価値に

　
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
の
泉
哲
哉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

年
８
月

に
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
の
化
粧
品

部
門
担
当
者
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
移
籍

し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
や
唐
津
地

区
の
強
み
を
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
直
近
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
う
予
定
で
す
か
。

　
「
こ
の
３
月
中
旬
に
、
仏
コ
ス

メ
バ
レ
ー
協
会
の
会
員
企
業
と
フ

ラ
ン
ス
で
商
談
会
を
行
う
。
コ
ス

メ
バ
レ
ー
と
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
関
係
は
パ

ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
か
ら
、
よ
う
や

く
団
体
同
士
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
も
っ

と
加
速
さ
せ
て
、
一
部
企
業
だ
け

で
な
く
、
美
容
健
康
産
業
に
貢
献

す
る
活
動
に
な
る
必
要
が
あ
る
」

　
―
コ
ス
メ
構
想
は
同
産
業
の
中

で
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
目
指

し
ま
す
か
。

　
「
東
京
一
極
集
中
で
は
な
く
、

小
さ
く
て
も
別
の
一
極
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。
唐
津
を
中
心
に
九

州
北
部
を
見
た
と
き
に
、
地
域
資

源
を
付
加
価
値
化
す
る
に
は
地
域

貢
献
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。
産
業

界
と
地
域
へ
の
貢
献
を
縦
糸
と
横

糸
に
し
て
い
く
」

　
―
化
粧
品
関
連
に
お
け
る
唐
津

地
区
の
強
み
は
。

　
「
潜
在
性
が
眠
っ
て
い
る
。
一

つ
は
、
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
と

い
う
こ
と
。
お
い
し
い
も
の
は
水

や
土
が
調
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

で
き
る
。
そ
れ
は
美
容
健
康
産
業

で
も
重
要
な
こ
と
。
県
内
に
は
醸

造
や
発
酵
の
技
術
を
持
っ
た
企
業

も
多
い
。
二
つ
目
は
、
ク
ラ
ス
タ

ー
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
い
う
思

い
の
部
分
。
三
つ
目
に
地
政
学
的

な
メ
リ
ッ
ト
だ
」

　
―
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

ま
す
か
。

　
「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
考
え

た
時
に
、
素
材

ロ
ー
マ
テ
リ
ア

ル

か
ら
化
粧
品
原
料

コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
エ

ン
ト

に
加
工
す
る
段
階
が
難
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
研
究
開
発
機

能
と
加
工
技
術
が
必
要
に
な
る
。

研
究
開
発
に
つ
い
て
は
地
域
の
大

学
と
有
機
的
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。
加
工
技
術
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た

構
想
全
体
で
は
、
点
を
い
か
に
つ

な
げ
て
い
く
か
。
そ
れ
は
会
員
同

士
と
い
う
点
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス

と
日
本
と
い
う
点
で
も
あ
る
」

　
コ
ス
メ
構
想
は
そ
も
そ
も
、

唐
津
に
本
社
を
置
く
化
学
物
質

分
析
企
業
に
よ
る
民
間
ベ
ー
ス

の
取
り
組
み
に
端
を
発
す
る
。

自
社
の
化
粧
品
分
析
や
輸
入
代

行
事
業
を
核
に
、
メ
ー
カ
ー
や

物
流
企
業
と
と
も
に
ク
ラ
ス
タ

ー
化
に
動
い
た
こ
と
が
始
ま

り
。
そ
の
後
、
唐
津
に
関
心
を

抱
い
た
コ
ス
メ
バ
レ
ー
と
の
交

流
を
経
て
、
取
り
組
み
が
拡

大
。
唐
津
市
や
隣
接
す
る
玄
海

町
、
さ
ら
に
佐
賀
県
へ
枠
組
み

を
大
き
く
し
な
が
ら
、
九
州
北

部
も
視
野
に
入
れ
た
動
き
に
な

っ
た
。

　
２
０
１
３
年

月
に
は
コ
ス

メ
構
想
の
実
行
部
隊
と
し
て
、

産
学
官
組
織
「
ジ
ャ
パ
ン
・
コ

ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

Ｊ

Ｃ
Ｃ

」
が
発
足
。
会
長
に
仏

コ
ス
メ
バ
レ
ー
協
会
の
前
会
長

で
あ
る
ア
ル
バ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー

氏
が
就
い
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
企
業

会
員
数
は
発
足
約
１
年
間
で
１

０
０
社
を
突
破
す
る
な
ど
、
企

業
か
ら
の
期
待
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　
コ
ス
メ
構
想
の
大
き
な
柱

は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ア
ジ
ア
市
場

の
ハ
ブ
に
な
る
こ
と
、
国
内
企

業
が
域
内
に
進
出
す
る
こ
と
、

そ
し
て
地
場
の
素
材
を
域
外
に

出
す
こ
と
。
各
種
関
連
メ
ー
カ

ー
の
誘
致
や
、
製
品
販
売
だ
け

で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
流
に
な

ら
っ
て
地
場
の
第
１
次
産
業
の

振
興
を
掲
げ
る
点
が
特
徴
だ
。

　
佐
賀
県
は

年
度
に
県
庁
内

に
専
門
部
署
を
設
置
。
コ
ス
メ

構
想
に
対
し
て
、
産
業
と
雇
用

の
創
出
を
期
待
し
て
い
る
。
県

農
林
水
産
商
工
本
部
の
林
俊
子

コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
推
進
監

は
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
体
験
を

県
内
企
業
に
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
」
と
す
る
。
今

後
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
が
県
内
に
あ
る
こ

と
に
よ
る
、
情
報
や
マ
ッ
チ
ン

グ
の
セ
ン
タ
ー
機
能
を
求
心
力

と
し
な
が
ら
、
佐
賀
を
中
心
に

し
た
波
及
効
果
の
最
大
化
を
目

指
す
。

　
さ
ら
に
山
口
知
事
は
「
こ
れ

か
ら
仏
コ
ス
メ
バ
レ
ー
協
会
や

賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

日
本
企
業
の
話
を
聞
い
て
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
仕
掛
け
が
で

き
れ
ば
い
い
」
と
力
を
込
め

る
。
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